
株式会社パークフル

2022年1月　

近くの公園をスポーツの場に 
　～全国の公園情報プラットフォームの展開～



PARKFUL について

“パブリックスペースを賑やかにすることで人々を幸せにする”

株式会社パーク



公園検索アプリ/ 公園専門メディア　“PARKFUL”



これまで

自治体ごとに情報がバラバラ

PARKFUL

全国の公園をひとつのメディアに集約！

どこに行けば 
公園情報が 
あるのかしら？

公園検索アプリ/ 公園専門メディア　“PARKFUL”



日本全国 都市公園
自然公園・児童遊園 
民間オープンスペース＋

街区公園 
から大規模公園まで

※2021/3末時点

119,000箇所

S
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公園検索アプリ/ 公園専門メディア　“PARKFUL”

多様な公園情報を届け、パブリックスペースに「新しい利用」を生み出していく

位置 
基礎情報

魅力 
ポイント

施設情報

イベント 
催事情報

ユーザ 
投稿
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スポーツの場となる公園？



スポーツの場となる公園？

ソフトボール投げの年次推移

2017年に行われた日本公園緑地協会の調査によれば、 
指定都市、中核市、東京都特別区のうち 
人口30万人以上の都市では半数以上が、「キャッチボール、ボール
遊び」を規制の対象としていることが分かっています[1]。 

一方、スポーツ庁の調査によれば、子どもの「ソフトボール投げ」
の測定結果は下降を続けており[2]、 
子どもの体力低下の観点からは、ボール遊びを含む多様な外遊びの
機会を必要とする声も上がっています。

出典： 
[1] 平成２８年度 公園緑地研究所調査研究報告（一般社団法人 日本公園緑地協会 公園緑地研究所） 
https://www.posa.or.jp/wp/wp-content/uploads/2017/07/summary01_report_H28.pdf 
[2] 平成28年度体力・運動能力調査の結果について（スポーツ庁） 
http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/houdou/29/10/1396996.htm

https://www.posa.or.jp/wp/wp-content/uploads/2017/07/summary01_report_H28.pdf
http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/houdou/29/10/1396996.htm


PARKFULの取り組みのご紹介

キャッチボールができる公園の情報をスタート　～　埼玉西武ライオンズとのコラボ企画（2018）
ライオンズが取り組む「公園キャッチボールプロジェクト」を推進するための企画に取り組みます。 
企画第１弾として、ライオンズがボールとグローブを寄贈・常設している埼玉県内13公園と、埼玉県内でボールの使用が
認められている約200公園の情報を、PARKFULのコンテンツとして発信。 
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PARKFULの取り組みのご紹介

キャッチボール用品の貸出をしている埼玉県の14公園 

権現堂公園（埼玉県久喜市） まつぶし緑の丘公園（松伏町） 大宮第二公園（さいたま市） 和光樹林公園（和光市）

狭山稲荷山公園（狭山市） 彩の森入間公園（入間市） 秩父ミューズパーク（秩父市） 所沢カルチャーパーク（所沢市）



ランニングコース

公園検索アプリ/ 公園専門メディア　“PARKFUL”

スケートパーク

ラジオ体操

キャッチボール

バスケットゴール

ウォーキングコース

サッカー場

健康器具

ゲートボール場

25552081

221142766

411403 488
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最近のトレンド・事例紹介１

2020オリンピック後の「スケートパーク」ニーズの高まり
東京都渋谷区 
代々木公園

茨城県　県営の笠間芸術の森公園 
指定管理者　ムラサキスポーツ

茨城県笠間市 
ムラサキパークかさま（笠間芸術の森公園スケートパーク） 

日本最大級のコンクリートパーク。 
21年4月オープン後、9月までの利用者は延べ約2万人。 
7割程度は若年層が占める。 
引用：日経クロステック

東京都　都立代々木公園
フードパークやアーバンスポーツパークを備えた 
公園施設として再整備される。供用開始は2024年3月を予定
代々木公園STAGES（東急不動産、東急、石勝エクステリア、 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東急コミュニティー）
出典：東京都建設局

https://www.fashion-press.net/words/242


最近のトレンド・事例紹介２

公園や校庭でボール遊びを奨励する取り組み＠千代田区

千代田区　教育事業 

ボール遊びをしよう（子どもの遊び場事業）

出典：千代田区役所ホームページ 
　　　https://www.city.chiyoda.lg.jp/



最近のトレンド・事例紹介３

民間企業によるスポーツアミューズメントパーク
新しいタイプの運動公園 TOKYO SPORT PLAYGROUND SPORT × ART

ナイキと三井不動産レジデンシャルがタッグを組んだアミューズメントパーク



最近のトレンド・事例紹介４

冬には公園の広場がゲレンデに、プールがスケートリンクになる公園も

グリーンシーズン公園マップ ホワイトシーズン公園マップ
国営滝野すずらん丘陵公園　（北海道札幌市）



最近のトレンド・事例紹介４

冬には公園の広場がゲレンデに、プールがスケートリンクになる公園も
国営滝野すずらん丘陵公園　（北海道札幌市）



最近のトレンド・事例紹介 5

公園にバスケットボールコートがあり続ける、
また日本中に増えていくという未来のために、行われるイベント

ゴミ拾い×バスケットボール 
「PICK UP PLAYGROUND」は、公園に 
バスケットボールコートがあり続ける未来 
のために行われるイベントです。 
ストリートでは公園に集まった多様な 
プレイヤー達が即席のチームを組んで行う 
ゲームのことをピックアップ ゲーム 
と呼びますが、コートの周りのゴミ拾う行為も含めて「PICK UP PLAYGROUND」と名づけました。



最近のトレンド・事例紹介 6

公園の注意看板を「できる」表示に。
柔らかい素材のボールならOKと明記@豊島区
上り屋敷公園：東京都豊島区 
西巣鴨二丁目公園：東京都豊島区



最近のトレンド・事例紹介 7

子どもの運動能力を伸ばすのに必要な動き
東京都内にある運動能力をぐんぐん伸ばせる公園を、厳選して紹介するガイドブック（出版：るるぶKids）



パークフルでの情報発信事例

公園から地域に情報発信を継続的におこなう
町田市立　野津田公園



全国公園検索画面

公園詳細画面
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自治体パートナーシップ

60連携自治体

函館市、富谷市、つがる市 
ひたちなか市、埼玉県、羽生市、鴻巣市、山武市、茂原市、豊島区、 
荒川区、多摩市、町田市、清瀬市、小金井市、神奈川県、藤沢市 
佐久市、中野市、長野市、滑川市、魚津市、砺波市、越前市、羽島市、大垣
市、各務原市、静岡市、菊川市、焼津市、三島市、名古屋市、大府市、 
岡崎市、豊川市、知立市、碧南市 
舞鶴市、豊中市、芦屋市、高砂市、たつの市、大和郡山市、奈良市 
三豊市、西条市 
田川市、筑後市、柳川市、大村市、日向市、木城町

北海道・東北地方

関東地方

中部地方

近畿地方

四国・中国地方

九州・沖縄地方
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公園をさまざまなスポーツを育む場へ 
全国の公園情報プラットフォームとして情報発信を続けていきます

公園に行った時は 
是非チェック！ 

＋ 
公園情報発信でも 

活用いただけると幸いです

ご清聴ありがとうございました


